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資料４ 

【計画の位置付けイメージ】 

議題４ （仮称）白井市男女共同参画計画（以下、「次期計画」）の策定方針について 

 

（１）次期計画の位置付け 

①次期計画策定の目的 

 「白井市男女平等推進行動計画」（以下、「現行計画」）の計画期間（１０年間）

が、令和７年度で終了することに伴う次期（第４次）計画として策定するた

め（男女共同参画社会基本法第１４条第３項に基づくもの）。 

 配偶者暴力防止法 第２条の３第３項に基づく「ＤＶ防止基本計画」（市策定努

力義務）として策定するため。 

 女性活躍推進法 第６条第２項に基づく「女性活躍推進計画」（市策定努力義務）

として策定するため。 

 困難女性支援法 第８条第３項に基づく「困難女性支援計画」（市策定努力義務）

として策定するため。 

 

 

 

 

②次期計画の位置付け 

 現在策定中の市の最上位計画である「第６次白井市総合計画」の将来像を男女

共同参画の視点から実現する個別計画として位置付けする。 

 

③次期計画の期間 

１０年間（令和８年から令和１７年まで） 

※計画の中間年度である令和１２年度に国、県の動向や社会情勢を踏まえ、見

直しを行う。 

 

④実施計画 

 計画で定める施策を実現するための実施計画として、前期（令和８年から令和

１２年）と後期（令和１３年から令和１７年）、各５年間の実施計画を定め、具

体的な事業を明らかにする。 
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（２）次期計画の構成 

①次期計画の体系 

 原則として、現行計画を踏襲する。 

 次期計画中における「ＤＶ防止基本計画」、「女性活躍推進計画」及び「困難女

性支援計画」（以下「内包する計画」）がわかりやすくなるよう計画体系の項目

について統合等を行うことで内容を明確化するとともに簡素化する。 

 

②次期計画の構成 

 原則として、現行計画を踏襲する。 

 計画案の策定における調査、審議の結果及び今後の国、県の動向を踏まえ、必

要に応じて、見直しを行う。 

 現行計画の構成が、計画の半分以上を現状認識に充てるなど市の他の計画や他

市の同種の計画と比べて、特殊な構成であることから、計画の構成を組み直し、

次期計画については、他の計画と同様の一般的な計画構成に変更する。 

 次期計画中における内包する計画に該当する箇所がわかりやすくなるよう計画

構成を変更する。 

（３）次期計画の策定方法 

①策定方法と策定スケジュール 

 統計等の基礎資料の調査、市民を対象としたアンケート及びワークショップの

結果を踏まえ、庁内組織（白井市男女共同参画推進委員会・研究会）で素案を

策定し、審議会（白井市男女共同参画推進会議）で審議・検討し、計画案（行

政経営戦略会議で決定）とする。 

 計画案については、パブリックコメントを行い、市長が決定する。 
 R6 年度 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

審議会（白井市男女共同参画推進委員会）  9/2 ● ● ●   ○ 

基礎資料調査 実施済        

アンケート 実施済        

ワークショップ 実施済        

素案の策定（庁内組織）    ●     

行政経営戦略会議（計画案の決定）     ●    

パブリックコメント         

計画策定        ● 

【現行計画】 

第１章 基本的な考え方と課題認識 
 １ 国際社会の取組み 
 ２ 日本の取組み 
 ３ 千葉県の取組み 
 ４ 白井市の取組み 

 … 

第２章 計画の体系 

 

【次期計画】（案） 

第１章 計画策定にあたって 

第２章 本市を取り巻く状況 

第３章 計画の基本的な考え方 

第４章 基本計画 

    ※内包する計画を明確化 

第５章 推進体制 
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②庁内組織 

ア 男女共同参画推進委員会（関係部課長１４名で構成） 

【所掌事務】 

 計画の基本目標、基本課題、施策の方向性、施策の内容について、調査、検

討を行い、素案を策定する。 

 計画素案について、関係各課が所管する計画、施策と整合性に支障が生じな

いかについて確認する。 

【構成員】 

市民環境経済部長、人事課長、危機管理課長、企画政策課長、産業振興課長、

社会福祉課長、障害福祉課長、高齢者福祉課長、子育て支援課長、保育課長、

健康課長、学校政策課長、教育支援課長、生涯学習課長 

 

イ 男女共同参画推進委員会研究会（関係部課の担当者１３名で構成） 

【所掌事務】 

 委員会が計画素案を策定するため、基本目標、基本課題、施策の方向性、施

策の内容について具体的な事業を調査、検討し、計画のたたき台を作成する。 

→研究会において、調査・研究した結果を推進委員会に報告 

 

③市民参加 

ア 白井市男女共同参画推進会議（以下、「審議会」）（１５名以内） 

【目的・概要】 

・学識経験を有する者、公的団体等の代表者及び市民で構成する附属機関で構

成され、男女共同参画施策の調査・審議を行う。 

【過去の実施概要】 

■令和６年度第１回男女共同参画推進会議（令和６年９月１７日（火）開催） 

 ・計画策定に係るアンケート調査項目（案）についての検討 

 ・計画策定に係る意見交換会実施方法（案）についての検討 

■令和６年度第２回男女共同参画推進会議（令和７年３月１８日（火）開催） 

 ・アンケート調査結果報告 

 ・ワークショップ結果報告
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 イ アンケート 

【目的・概要】 

・ 市民２，０００名、市内事業者５００名及び市内中学２年生（６５５人）

を対象としたアンケート調査を実施し、その意見等を反映する。 

【アンケート実施概要】 

項目 一般市民調査 市内在勤者調査 中学生調査 

調査対象者 
市内在住の満１８歳以上 

（令和６年１０月１日時点） 
市内在勤者 白井市立の中学２年生 

調査期間 令和６年１１月１５日（金）～１２月６日（金） 
令和６年１２月１３日（金） 

～１２月２１日（土） 

調査方法 郵送配布・郵送回収、及びＷＥＢによる本人回答方式 
ＷＥＢによる 

本人回答方式 

配布数 ２，０００件 ５００件 ６５５件 

有効回収数 ９５０件 ２３０件 ５３１件 

有効回収率 ４７．５％ ４６．０％ ８１．１％ 

 

ウ ワークショップ   

【目的・概要】 

・ 市民を対象とした意見交換会（ワークショップ）を実施し、その意見等を

反映する。 

【実施概要】 

開催日時 令和７年１月２６日（日） １３：３０～１５：３０ 

参加人数 ９名 

周知方法 メール、ＬＩＮＥ、ＨＰ、広報しろい、ポスターなど 

テ ー マ 「性別に関係なく、誰もが自分らしく輝ける社会」の実現に向け

た課題と私たちができること 

課  題 仕事と家庭の両立の難しさ、社会通念・慣習の中での不平等、家

庭労働の不公平感 

 

 エ パブリックコメント 

【目的・概要】 

・ 計画素案策定後にパブリックコメントを実施し、その意見等を計画案に反

映する。（令和８年１月頃実施） 

・ パブリックコメントの結果、計画に大幅な修正がある場合は、その内容を

再度、庁内会議、審議会で検討し、行政経営戦略会議を経て決定する。 

・ 計画に大幅な変更がない場合は、決裁をもって計画として決定する。 

 


